
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況
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施策名
地域づくりへの参
加促進

施策の
目指す姿

老若男女多くの住民が地域
づくりに参加しています

・自治会やＰＴＡ、老人クラブ、交通安全団体など多くの団体が地域づくり活動に取り組んでいますが、近年、人々の価値観
やライフスタイルの多様化が見られる中、地域の一体感や相互扶助意識の希薄化による地域づくり活動の停滞が懸念され
ています。
・少子高齢化や人口減少の中、地域課題や市民ニーズがより多様化、複雑化してきており、これらをすべて行政で対応する
ことは困難な状況となっています。それぞれの地域の特性や課題に応じて、地域住民が自主的、主体的に住みよいまちづく
りに取り組むことが重要となっています。
・地域コミュニティの維持のためには、「家庭」という最小のコミュニティの形成が重要ですが、未婚者の増加や晩婚化の進行
により、地域活動の基本単位となる「家庭」の数は減少しています。
・地域づくり活動の拠点となる施設の老朽化や耐震化対策に対し、地域から改修等の要望が寄せられています。

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
(基準年度)

久保田　留美子政策№ 4-1 政策名

(1)地域づくり活動への参加促進に向けた意識づくり
○市民憲章運動の促進
　・花巻市市民憲章推進協議会活動支援
○地域づくりへの参加意識の啓発
　・大迫、石鳥谷、東和地域における地域協議会および花巻地域における地域自治推進委員会の開催
○地域交流事業の開催
　・（仮称）山の駅・昭和の学校整備事業による旧前田小学校の校庭を一部舗装　  ・地域元気フェスティバルスポーツ交流大会の開催
(2)身近な地域コミュニティの活動支援
○地域づくり活動拠点施設の整備
　・振興センター等整備事業（花北振興センター：外溝工事、解体工事）（湯本振興センター：駐車場用地取得）（谷内振興センター：基本設
計業務委託、体育館耐震診断）（花南振興センター等９振興センター：耐震診断）
○地縁団体への支援
　・各行政区に対する地区運営交付金の交付
　・（財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業による支援（郷土芸能団体備品および公民館備品）
○自治公民館の整備改修支援
　・自治公民館整備事業

成果指標名

人

目標値

Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２５

300,000 300,000 300,000

実績値 287,656 297,452 276,072

振興センター利用人
数

地域活動の拠点施設と
している振興センター
に、どれくらいの人が集
まり、活動したかを測る指
標として設定する。
地域づくりの拠点施設で
ある振興センターを活用
して、個性あふれる活動
が活発に行われているこ
とを示す指標

27振興センターの利用
人数を集計する。

目標値

実績値

目標値

実績値

達成度 達成状況に関する背景・要因

・成果指標の「振興センター利用人数」については、H23は震災の影響でH22に比べ減少したものの、H24にはH22より増加
した。しかし、H25には、H24に比べ20,000人ほど減少し、震災があったH23よりも少ない人数の利用者となっている。これ
は、花北振興センターがH25に改築されたことに伴い、それまで振興センターに併設されていた体育室がなくなったことに大
きく要因するものと考えられる。

－施策評価シート1－



４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

8

地域コミュニテイ推進事業

Ａ

市民憲章の唱和や運動への参
画を通じて、まちづくりへの参画
意識が高まることから、貢献度は
大きい。

花巻市民憲章の推進・普及啓発を行う。
・花巻市市民憲章推進協議会活動支援（花巻市市民憲章推進協議会へ補助金300千円
会員数227人　　推進大会参加者数200人）

地域協議会の開催：大迫4回（諮問等3回、自主開催1回）石鳥谷6回（諮問等2回、自主開催
4回〕東和5回　　　　　　地域自治推進委員会の開催：3回

（課題）
・老若男女多くの住民が地域づくりに参加している姿を目指しているが、特に若い方々が地域づくりに参加することができる支援と工夫が必
要。
・振興センターの利用人数は横ばい状況であるが、さらに多くの地域の方々が利用する機会の検討が必要。

（今後の方向性）
・振興センターの利用も含め、地域づくりに若い世代の方々が参加する場の構築を検討する。

市民憲章推進事業 地域づくり課

6

自治公民館整備事業
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番
号

事務事業名 担当課 施策
への

貢献度
貢献度の判断理由

事業内容（実績）

振興センター等整備事業 地域づくり課

Ａ

振興センターそれぞれに建築後
の経過年数もかなり経過してい
ることから、計画的に建て替えや
修繕を行うことは、地域づくりの
活動拠点施設を充実することと
なる。

花北振興センター（外溝工事、解体工事）湯本振興センター（駐車場用地取得）谷内振興セ
ンター（基本設計業務委託、体育館耐震診断）花南振興センタ－等９振興センター（耐震診
断調査業務委託）

2

地域協議会・地域自治推進委員会運営事業 地域づくり課

Ｂ

住民意見を市政運営に反映す
るとともに、地域課題の検討を通
じて解決に向けた活動が活発化
し、市政への参画意識が高まる
ことに有効であるが、諮問のみな
らず、地域課題に対する議論が
さらに必要である。

3

地区行政推進事業 地域づくり課

Ａ

行政からの情報を円滑に市民に
伝達する手法として、広報紙等
の配布は有効な手段である。ま
た、行政に対する意見のとりまと
めがスムーズに行われるために
は、行政区長の職務である行政
とのパイプ役を確実に遂行する
ことが重要であることから、その
職務のスムーズな遂行に対して
研修会等は有効な手法である。

・区長会議、研修会の開催（4回）　　・行政区長に対し、広報等印刷物の配布依頼を行った
（配布回数23回）　　・各行政区に対し地区運営交付金の交付を行った（223行政区　73,150
千円）　　・市区長会に対する区長会運営交付金の交付（800千円）

5

市民団体活動支援事業 地域づくり課

Ａ

住民が自主的にコミュニティ活動
を促進し、地域の連帯感に基づ
く自治組織を盛り上げることに有
効である。

（財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業による支援を行う。（郷土芸能団体備
品整備3団体）

4

生涯学習交流課

Ａ
地域活動活性化のための環境
が整えられた。自治公民館の新築および改修事業に対し、花巻市自治公民館整備事業補助金交付要綱に

基づき補助金を交付する。（19館　9,530千円）

7

（仮称）山の駅・昭和の学校整備事業 地域づくり課

Ｃ

旧前田小学校の活用にあたり、
地域と市が連携しながら、事業
を実施したが、駐車場の整備は
行ったものの昭和の学校の整備
が遅れ開館できなかった。

旧前田小学校を活用した昭和の学校花巻校を核とした山の駅利用者の利便性を向上し、地
域の活性化、市の交流人口の増加を図る。
・山の駅・昭和の学校駐車場整備(旧前田小学校校庭の一部を舗装。3,270㎡）

地域づくり課

Ａ

27コミュニティ会議の参加により
多くの市民が参加し、互いの交
流を深めることに大きな成果があ
る。

地域元気フェスティバルスポーツ交流大会の開催（27コミュニティ会議参加、およそ2,000人
の参加）

６　施策の総合的な評価

(①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・地域協議会・自治推進委員会運営事業においては、さらに地域課題に対する市民の声が市政や地域自治に反映されるよう、協議の場に取
り上げる必要がある。

（新たに取り組むべき事業はないか）
・地域の意見、特にも若い世代の声がさらに市政へ反映されるような場を検討し、活性化を図ることが必要。

－施策評価シート2－


